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安全上のご注意
ご使用前に、この「安全上のご注意」を必ずお読みください。
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の
方々への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。必ずお守りく
ださい。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切に保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

「ご注意ください」という注意喚起を示します。

「～しないでください」という「禁止」を示します。

「必ず実行してください」という強制を示します。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の
大きさと切迫の程度を明示するために、「警告」と「注意」に区分して掲載して
います。

 警告 この表示の欄は、「死亡する可能性または重傷を負う可能性が想定される」内容
です。

分解禁止

	

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
	 火災や感電の原因になります。
	 修理・調整は販売店にご依頼ください。

設置

	

本機を下記の場所には設置しない。
	 ●	浴室・台所・海岸・水辺
	 ●	加湿器を過度にきかせた部屋
	 ●	雨や雪、水がかかるところ
	 水の混入により、火災や感電の原因になります。

分解禁止

水ぬれ禁止

日本語	
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医療機関の屋内など医療機器の近くで使用しない。
	 電波が医療用電気機器に影響を与えるおそれがあります。

	

心臓ペースメーカーの装着部位から22cm 以上離して使用する。
	 本機が発生する電波により、ペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがあります。

使用上のご注意

	

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検や修理を依頼する。
	 そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

	

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・薬品・ロウソクなどを置かない。
	 水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。接触面が経年変化を起こし、本機の外装を

損傷する原因になります。

 注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定さ
れる」内容です。

設置

	

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
	 本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

	

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる場所（暖房機のそばや車内など）には設置しない。
	 本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因になります。

	

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
	 ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因になります。

	

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
	 本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあたえるおそれがあります。

	

無線ネットワークを使用する場合は、金属製の壁や机、電子レンジ、他の無線ネットワーク機器の近
くへの設置を避ける。

	 遮蔽物があると通信可能距離が短くなる場合があります。

	

機器を接続する場合は、接続する機器の電源を切る。
	 突然大きな音が出たり、感電したりすることがあります。

禁止

必ず実行

必ず実行

禁止

禁止

禁止

禁止

必ず実行

禁止

注意
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使用上のご注意

	

環境温度が急激に変化する場所では使用しない。
	 本機に結露が発生することがあります。正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしばらく

放置してください。

お手入れ

	

お手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
	 感電の原因になります。

	

薬物厳禁
	 ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用しない。
	 外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

本機の無線方式について

「2.4」
「XX」
「4」

2.4GHz 帯を使用する無線設備
変調方式はその他の方式
想定干渉距離が 40m以内
全帯域を回避可能

無線に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工
場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）
および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要
する無線局）が運用されています。
1	この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局
並びにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。
2	万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発
生した場合には、速やかに使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発
射を停止）してください。

本機を使用して iPhone を充電している際、本機が iPhone の電波に影響を及ぼす場合
があります。また本機の電波と iPhone の電波はお互いに干渉する場合があります。も
し通話時に不具合を感じた際は、iPhone を本機から取り外してご使用ください。

本製品は、電波法に基づく技術基準適合証明及び電気通信事業法に基づく技術基準適
合認定を受けた通信機器です。

禁止

必ず実行

禁止



1Ja

製品を正しく安全にお使いいただくために、ご
使用前に本書をよくお読みください。お読みに
なったあとは、保証書と共にいつでも見られる
ところに大切に保管してください。

本書の記載について
•	 本書は iPod、iPhone、iPad を総称して「iPod」と表記しています。説明文に限定する
記載がない場合、「iPod」という表記は iPod、iPhone および iPad を意味します。
•	 本書で使用されている記号

ポイント
	 使用時の注意点や機能の制約が記載されています。

ヒント
	 知っておくと便利な補足情報が記載されています。

「エアワイヤード」「AirWired」は、ヤマハ株式会社の商標です。

「Made	for	iPod」、「Made	for	iPhone」、「Made	for	iPad」とは、それぞれ iPod、iPhoneま
たは iPad 専用に接続するよう設計され、アップルが定める性能基準を満たしているとデベ
ロッパーによって認定された電子アクセサリーであることを示します。
アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準に関する一切の責任を負いません。
本機を iPod、iPhone	または iPadと使用する場合、無線通信の性能に影響する場合があり
ます。

iPad、iPhone、iPod、iPod	nano、iPod	touch	は、米国およびその他の国々で登録されてい
るApple	Inc.	の商標です。

Windows™
Windows は米国 Microsoft	Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
Windows	XP、Windows	Vista、Windows	7 は、米国Microsoft	Corporation	の米国および
その他の国における登録商標、または商標です。

保証書別添付
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はじめに
YIT-W12には、YIT-W12TXと専用USBケーブルが含まれています。YIT-W12TXは、
iPod およびパソコン用のワイヤレストランスミッターです。ヤマハ「AirWired」技
術により、別のAirWired 対応ヤマハ製機器（以下、ヤマハ製機器）と無線で接
続して、iPod やパソコンの音声を再生できます。
また、付属のUSBケーブルを使ってパソコンに接続することで、トランスミッター
に接続した iPod の充電や長時間の再生が可能になります。
対応している iPod やパソコン（オペレーティングシステム）については、「主な
仕様」（9 ページ）をご覧ください。

AirWired 対応ヤマハ製機器

パソコン iPod

ご注意
トランスミッター接続時に iPod を操作
する場合は、左図のようにお持ちくださ
い。トランスミッター左下部の内蔵アン
テナが手で隠れないようにしてください。
無線信号が弱くなることがあります。
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内容物を確認する

トランスミッター（YIT-W12TX）
USB ケーブル（0.3m）

※	トランスミッターとパソコンの接続に
使用します。( 必ず付属のUSB ケーブ
ルを使用してください。)

グループ IDを設定する
トランスミッターとヤマハ製機器を無線で接続するには、グループ IDを一致さ
せる必要があります。お使いのヤマハ製機器のグループ IDにあわせて、トラン
スミッターのグループ IDを設定してください。

A
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A
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B
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1
2
3

A
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2
3
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B
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2
3

A
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2
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B
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2
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A
C2

B
C
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2
3

A
C3

B
C
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3

グループ IDスイッチ（トランスミッター側面）

ID 特長

A1～ A3、B1～ B3 音声の遅れが C1～ C3より小さいです。

C1～ C3 パソコンの曲を再生するときに使います。

ポイント
•	 グループ ID	を変更するときは、直径 1mm程度の先端がとがってい
ない金属の棒でスイッチを動かしてください。スイッチを動かすと
きに、けがをしないように注意してください。
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iPod の曲を再生する

1	 トランスミッターとヤマハ製機器のグループ IDが一致しているこ
とを確認する。

2	 トランスミッターに iPodを接続する。
ヤマハ製機器と無線で接続されます。

（速い点滅：緑）iPod 認識中

（遅い点滅：緑）無線接続準備中

（点灯：緑）無線接続確立

（点滅：赤）iPod のバッテリー不足
またはエラー表示（7ページ）

3	 iPodで曲の再生を始める。
ヤマハ製機器の入力がトランスミッター（YIT）に切り替わり、iPod の音声
が出力されます。

ポイント
•	 iPod	をトランスミッターから取り外す際は、ゆっくり上方に引き抜いてください。

•	 トランスミッターは iPod のバッテリーを電源として動作します。iPod のバッテ
リー残量がなくなった場合は、iPod を充電してください。また、トランスミッター
を使わないときは、iPod をトランスミッターから取り外してください。接続した
ままにすると、iPod のバッテリー消費が早くなる場合があります。

ヒント
•	 ヤマハ製機器の電源が切れているときに iPod で再生を始めると、ヤマハ製機器の
電源が自動的に入ります。

•	 ヤマハ製機器によっては、iPod の再生を停止してから一定の時間が経過すると、
トランスミッターとヤマハ製機器の無線接続が自動的に切断され、ヤマハ製機器
の電源が切れる場合があります。

•	 ヤマハ製機器と iPod のどちらを操作しても音量を調節できます。（ヤマハ製機器
と iPod の音量は同期します。）

•	 ビデオを再生する場合は、映像は iPod の画面でお楽しみください。
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iPod の充電
付属のUSB ケーブルを使って、トランスミッターをパソコンに接続すると iPod
を充電できます。
充電中に、iPod の音声をヤマハ製機器で再生することもできます。

USBケーブル（付属）

ポイント
•	 パソコンのUSB 端子（電源供給能力）によっては、充電できない場合があります。

•	 iPod によっては、パソコンに接続するとデータ同期が始まることがあります。同期中
は iPod の音声をヤマハ製機器で再生できません。同期が完了するまで待つか、必要に
応じて同期を中止してください。

パソコンの曲を再生する

1	 トランスミッターとヤマハ製機器のグループ ID（C1～ C3）が一
致していることを確認する。

2	 付属の USBケーブルでトランスミッターをパソコンに接続する。

USB USB ケーブル（付属）

USBドライバーがパソコンに自動的にインストールされます（初回のみ）。
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3	 パソコンで曲の再生を始める。
ヤマハ製機器と無線で接続されます。その後、ヤマハ製機器の入力がトラ
ンスミッター（YIT）に切り替わり、パソコンの音声が出力されます。

（点灯：緑）無線接続確立

ポイント
•	 ヤマハ製機器の電源を切るか、入力をトランスミッター以外に切り替えると、ト
ランスミッターの動作が自動的に停止します。パソコンの音声をもう一度再生す
る場合は、トランスミッターをパソコンから取り外し、再度接続してください。

•	 パソコンの音声がヤマハ製機器から出力されない場合、パソコンの音声出力デバ
イスとしてトランスミッターが選択されていない可能性があります。パソコンの
音声出力設定をご確認ください。詳しくはパソコンの取扱説明書をご覧ください。

•	 トランスミッターに iPod が接続されているときは、パソコンの音声をヤマハ製機
器で再生できません。

•	 トランスミッターとパソコンの接続にUSB ハブを使用しないでください。

ヒント
•	 ヤマハ製機器の電源が切れているときにパソコンで再生を始めると、ヤマハ製機
器の電源が自動的に入ります。

•	 ヤマハ製機器によっては、パソコンの再生を停止すると、トランスミッターとヤ
マハ製機器の無線接続が自動的に切断され、ヤマハ製機器の電源が切れる場合が
あります。

•	 ビデオを再生する場合は、映像はパソコンの画面でお楽しみください。

トランスミッターのファームウェアを更新する
機能の追加や不具合の改善に応じて、ファームウェアが更新されることがあり
ます。ファームウェアは弊社ウェブサイトからダウンロードできます。定期的に
弊社ホームページをご確認ください。
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困ったときは
ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記をご確認ください。
対処しても正常に動作しない、または下記以外で異常が認められた場合は、お
買い上げ店または巻末の「お問い合わせ窓口」にお問い合わせください。
最初に以下の点を確認してください。

1	 お使いのヤマハ製機器の電源プラグがACコンセントにしっかりと接続され
ている。

2	 トランスミッター、iPod のファームウェアが最新のバージョンになっている。

症状／原因 対策

無線接続ができない（トランスミッターの緑色ランプが消灯している）

iPod がトランスミッターにしっかりと接
続されていない。

iPod をトランスミッターに接続し直してくださ
い。

トランスミッターに接続している iPod の
バッテリー残量がなくなった、または極
端に少ない。

iPod を充電してください（5ページ）。

付属の USB ケーブルがトランスミッター
（またはパソコン）にしっかりと接続され
ていない。

USBケーブルを接続し直してください。

非対応のパソコン（オペレーティングシス
テム）を使用しているため、USBドライ
バーが正しくインストールされていない。

対応パソコン（オペレーティングシステム）を
使用してください（9 ページ）。

無線接続ができない（トランスミッターの緑色ランプが点滅している）

トランスミッターとヤマハ製機器のグルー
プ ID が異なっている。

トランスミッターとヤマハ製機器を同じグルー
プ ID に設定してください（3ページ）。

非対応の iPod を使用しているため、認
証されなかった。
（この場合、iPod を接続してから30 秒
後にトランスミッターの赤色ランプが点滅
します。）

対応 iPod	を使用してください（9 ページ）。対
応 iPod を使用しているのに認証されない場
合は、iPod をトランスミッターに接続し直して
ください。頻繁に発生する場合は、iPod をト
ランスミッターから取り外し、iPod の電源を
入れ直してから再度接続してください。

iPodとトランスミッター間に通信エラー
が発生している。
（この場合、iPod を接続してから30	秒
後にトランスミッターの赤色ランプが点滅
します。）

iPod をトランスミッターに接続し直してくださ
い。頻繁に発生する場合は、iPod をトランス
ミッターから取り外し、iPod の電源を入れ直
してから再度接続してください。
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周囲に 2.4GHz 帯を使用している機器が
ある（電子レンジ、コードレス電話、Wi-
Fi	機器など）。

該当機器をトランスミッターおよびヤマハ製機
器から離すか、無線機器の電源を切ってくだ
さい。無線ルーターをお使いの場合は、ルー
ターのチャンネルを上端のチャンネル（13ch
など）に設定してください。

無線接続が確立されているのに、ヤマハ製機器から音が出ない

ヤマハ製機器の音量が小さい。 音量を上げてください。

ヤマハ製機器が消音されている。 消音を解除してください。

ヤマハ製機器の入力がトランスミッター
（YIT）になっていない。

入力をトランスミッター（YIT）に切り替えてく
ださい。

iPod にヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンを iPod から取り外してください。

パソコンの音声出力デバイスとしてトラン
スミッターが選ばれていない。

パソコンの音声出力設定を確認し、パソコン
の音声出力デバイスとしてトランスミッターを
選んでください。（トランスミッターの表示名
はオペレーティングシステムにより異なりま
す。）

音が途切れる（トランスミッターの緑色ランプが点滅している）

トランスミッターがヤマハ製機器から離
れすぎている。

トランスミッターをヤマハ製機器に近づけてく
ださい。

トランスミッターの電波が人体や金属、
壁などで遮られている。

電波が遮られないように、トランスミッターの
位置を調整してください。

周囲に 2.4GHz 帯を使用している機器が
ある（電子レンジ、コードレス電話、Wi-
Fi	機器など）

該当機器をトランスミッターおよびヤマハ製機
器から離すか、無線機器の電源を切ってくだ
さい。無線ルーターをお使いの場合は、ルー
ターのチャンネルを上端のチャンネル（13ch
など）に設定してください。

iPod の音がヤマハ製機器から出ない

iPod がトランスミッターにしっかりと接
続されていない。

iPod をトランスミッターに接続し直してくださ
い。

iPodとヤマハ製機器の音量が同期しない

iPod がトランスミッターにしっかりと接
続されていない。

iPod をトランスミッターに接続し直してくださ
い。

パソコンの音がヤマハ製機器から音が出ない
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C1～ C3 以外のグループ ID が設定され
ている状態で、パソコンの音声を再生し
ようとしている。

トランスミッターとヤマハ製機器のグループ ID
を C1～ C3 のいずれかに設定してください（3
ページ）。

iPhone の着信音がヤマハ製機器から出力される

iPhone	をトランスミッターに接続してい
る際に着信があった。

着信音を出力したくない場合は、iPhone をマ
ナーモードに設定してください。

Wi-Fi 機器の通信が不安定になる

トランスミッターの電波が Wi-Fi 通信に
干渉している。

トランスミッターをWi-Fi 機器から離してくだ
さい。頻繁に発生する場合は、iPod（または
パソコンと接続したUSB ケーブル）をトランス
ミッターから取り外し、しばらく待ってから接
続し直してください。

主な仕様
項目 トランスミッター（YIT-W12TX）

対応 iPod/iPhone/iPad
*	2012 年 6月現在

iPod	touch	(1st,	2nd,	3rd	and	4th	generation)
iPod	nano	(3rd,	4th,	5th	and	6th	generation)
iPhone	4S,	iPhone	4,	iPhone	3GS,	iPhone	3G,	iPhone
iPad	(3rd	generation),	iPad	2,	iPad

対応パソコン
（オペレーティングシステム）
*	2012 年 6月現在

Windows	7、Windows	Vista、Windows	XP
Mac	OS	X（10.6 以降）

消費電力 0.3W以下

許容通過電流 2.1A 以下

接続端子 ドックコネクタ、Micro	USB

サンプリング周波数 48kHz（iPod/iPhone/iPad 接続時）
32kHz、44.1kHz、48kHz（パソコン接続時）

周波数帯域 2.4GHz 帯

通信距離 接続するヤマハ製機器の取扱説明書をご覧ください。

伝送遅延 グループ ID（A/B）：12msec、グループ ID（C）：50msec

寸法（幅×高さ×奥行き） 40× 38.5×10mm

質量 10.3g

*	仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
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